
タバコを吸い始めると、覚せい剤を服用し薬物依存となるのと同じようにニコチン依存症になってし

まいます。来る日も来る日も、毎日タバコを吸い続けなければならない生活を送ることになってしまうの

ですが、その際、ニコチンを補給するのと同時に２００種類以上の有害物質も吸い続けてしまいます。 

喫煙者の身体にダメ

ージを与えているのは

確実ですが、その程度

は少しずつなのです。

だから、見た目は健康

に生活している喫煙者

がほとんどです。 

 

そこで、左のグラフを

見てください。日本の

喫煙率は１９６５年をピ

ークに下がり続けてい

ますが、肺がんの死亡

率は１９９５年まで増え

続けました。つまり、タ

バコの影響が出るまで約３０年

かかるわけです。 

この関係を示したのが左図に

ある“ブリンクマン指数”と呼ば

れる計算式で、その値が高くな

るほど発病する危険性が高くな

ります。 

例えば、１０代で毎日２０本以

上のタバコを吸い続けると３０代

後半でガンになる可能性が出

てくるわけです。 

 

タバコは２０年、３０年後に後

悔するのです。 
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